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　　　　　　　 第 1章　緒　　言

　Freundr ） は 1B92年 に血 清中 に糖蛋白の 荏在す る 事 を

指摘 して い る が，こ の 物質が 注 目 さ れ る に至 る まで に は

ヱ943年以 來 の Winzler2］− ifgの 広汎な 業績に負 う所が大

きい ．しか し現在な お ，生 体内 に於け る血 清糖蛋 白 の 化

学
・物 理的特性 ，産生 母地，生 理的病理 的意義に関して

は未 解決 の 問題 が 多欧 残 され て い る ．

　糖蛋白は 多 くの 研 究者 に よ つ て 極め て 多彩 な名稱 と分

類が な さ れ
2｝鋤 34 岡

， 今 日でも可成 りの 混乱 を 免れな い

が ， 1945年の Meyer ！〕
の 分類に よつ て一応 体系 ずけ ら

れ る よ う にな つ た ．Meyer は （表 1 ） の 如 く ，
Mucop

olysaccharide と Peptlde が化学 的結合した もの
， 即 ち

蛋白 ・糖 複合体 （Protein　Carbohydrate 　Complex） を

そ の Hexosamine （以下 Hx ・と略す）含有量 よ り 分類

し，　4 ％以 上 含 む もの を　Mucoid ，　 4 ％以 下の もの を

glyceprotein（以下 Gp ・）と命名 した ．1953年 Morgan 一

は こ の Mucoid を 更 に分類 し，含水炭素 を 主 成分 と する

もの を Mucoid と し ， 蛋白を 主 成分 とす る もの を Muco −

pretein （以下 MP ．）　と した ．血清 MP ．（Me 》er ） は

血 清糖蛋 白 の 約 1 ％ に 相当す る と い う．血 清多糖類及 び

血清 MP ．は 種 k の 病的状態下 ，即 ち悪性 腫瘍
鋤

， 結

核
‘）5）G）7）

， 膠原病
6勘

， 心癌梗塞
鋤

， 急性肝炎
：°）

， 肝硬変

症
2u ），ネ フ ロ ーぜ の ，骨折

1D ，　 x 線照 射
13
  種 ft の 炎

表 1　 Classificatio且 of 　the　Protein　Carbohンdrate

　　　Complexes （Meyer ，　Morgan ）

　 跚 卿 。1γ瓢 h副 de −
− Peptide

　　　　　　 ／
prot・in・car』・hytlrate　：・

．
・ p］ex

　 　 ＞ 4％ laexoSiamin　e 　　　　　　く4％ heiosemirie

、，纛 証一

P，，t，，，．　 藤 ・
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症
L4 ）’5＞

） 等 に際 して 非特異的 に 増減す る 事 は 多 くの 研究

者 に よっ て 報告 され ， 臨床面 に も次第に 取入 れ られ て 來

た 事は周知 の 如 くであ る が ，著者等は 今 回，血清 MP ．

が 所謂 acute 　phase 　Reactance で あ りうる か を 手術侵

襲下 に於 ：ナる こ の 物 質の 変動 を 通 じて觀察した．

　 又 近年産婦人科領域 に 於け る 腟式手 術 の 普及 は 著 し い

もの が あ る が ， 本術式 の 手術侵襲に関す る報告 は 内夕卜文

献 に そ れ、を 見な い ．著者等 は 当教室の 腟式手 術侵襲 に関

す る
一
連の 研究 の一

環 と して 血 清ム コ 蛋 白に着 口し．侵

襲下 に於 ける本物質 の 変動 と，更 に 術式間の 相 違，及 び

生 理 的病理 的意義 ， 産生 機序 を 臨床例並 び に動物突験 か

ら觀察着 干 の知見を得た．

　　　 第 2 章　血 清 MP ．測定 法に つ い て

　血清 MP ．は 100℃ の 加熱 に よつ て も凝固され な い ．

即 ち熱凝固蛋 白で な く，通 常 の 除蜃 白剤で沈澱 され ず，

燐 タ ン グ ス テ ン駿 硫酸ソーダ
，

エ タ ノ
ール に よつ て 沈澱

す る特有 な 樟質を有す る ．測定原理 は こ の 性質を利用 し

た も の で ，除 蛋 自剤 にて 熱 凝 固蛋 白 を 凝 固沈 澱 させ ．除

蛋 自 して得た濾液に っ い て ， 燐タ ン グ ス テ ン 酸 ， 硫酸ソ

ーダ ，
エ タ ノ ール を加 え て MP ．を凝固させ る．そ れ を

遠 沈 して 集 め炭 酸 ソ
ーグ に溶 か し ， そ れ に っ い て 蛋 白量

チ ロ ヂ ン 量 ， 窒素量 ， 含永炭素 量 を 測定 す る．MP ，，

を表現す る 1こ は之等 の どれを用い て もよい が ，蛋 白量 の

測定 に は ビ ウ レ ツ ト
．
試薬，チ ロ ヂ ン 量 に は フ エ ノ ール 試

薬 ， 窒素量 に は ネ ス レ ル 化 ， 含水炭素量 に は オ ル チ ノ
ー

ル ，ア ン ス ロ ン ，トリ プ トプ ア ン を用 い る，血 清 MP ．が

単
一
成分でな く各分画の 化学組成 が 明 確でな い た め に，

測定法 に よつ て MP ．量 が 異 る の は 免 れ な い
49 ）．

　著者等は Biuret 試薬 に よ る1951年 の Winzler 法の

変法
SL ）46 ）4s ）

で測定 を行っ た．測定法 の 概要 は （表 2 ） に

て 示 した如くで ， 測定波長は 550m μ であ り ， 値は （喪

3 ） に従 っ て 計算 した．

　第 3 章 　Winzler 法 の 変法 に よ る 血清 MP 。

　　　　 測定の実施条件に つ い て の検討

　　　第 1節 被 倹 血 が 溶血 せ る場 合 の 血 清 MP ．値

　本実験中vak　Ifilff分難 の 際 に 被鹸 r虹の 溶エ血 に 遭遇 し

た．溶血 に よる影響 を 次の 方 法 で 検討 した．採 血 せ る血 液

を 二 分して ，一
つ を 数分放置 で直 ち に遠心分離 さ せ る．

他方を10〜工5分電氣冷蔵庫 に 放置 した 後 に 溶 血 を 起 さ ぬ

よ うに注意 して 遠心分離を行 う。前者 に 輕度 の 溶 1血が 起

る 揚合が 多 く見 られ た ．溶 血 及 び 非溶血 の R 的が 達せ ら

れ た例 で，ICII清 MP ．量を測定す る に ，成績は （羨 4 ）

の 如 くで あ っ た ．二 者 を比較す る に ， 両 者間 に 著 し い 差

表 2　　winzler ，1951

　 sピr瞞 ユ5剛 ＋ 1弼 脇 陥 crイ・5鹹
　　　　flltrL｛落卸　pe

「Chlc ド「C
　
ac 」d
　
25m 「

de⊃oslt　　　　　　　　fil亡厂ate　smI

　　　　　　　15
％・h・：sph鵡 ξ！礁 ！ll印1

　 　 　 　 　 　 CGntrifi冒atiOn 　？θ00x10
’

　s］F：rnct 己l　t　　　　　　　　　
ご」ep？s 「8　1N　NaOH　5闇 i

　 　 　 　 　 　 　 　 IBi 凵rets 　sclution
　 　 　 　 　 　 　 I［：dbate
　 　 　 　 　 Oolqサ…Ptotrlc

’
　Determ「冂atio門

［甎翦
1
遡齪譲蜘麺 ］

　　　　　　　　　　 表　 3

　　　　　　 colorimetr 三c　 reading 　 of 　 unknown

　　　　　　 石610rimetric　r奪訌6ing
一
菰　　standard

×

MP ．且lg，d【 ＝　　　　　 　　　　　 5colorim　 X 　 IOO

　 　 　 　 　 volume 　 of 伍 trate　 used 　 for　determination
total　 volume 　of 　filtrate
　 　 　 　 　 　 X 　volU 皿 e 　 serume

異 は認 め られ な い ．従 っ て 輕度 の 溶 血 tt起 し た 血 清 1よ実

験に供 し得る事が 判明 し た ．

　　　第2 節　血 清保存に よる影響

　被検血清を冷蔵庫 に保 存 させ た 場合 ， 測定 の 結果得ら

れ た値に変動が あ る か 否 か を検討す る た めに ，

一
っ の 被

検血清を e〜10℃ の 冷蔵庫 に密栓 して 保存し ． 分離直後

の もの ，24時間後，48時間後 ，7 日 後 の もの にっ い て各

々 測定 を 行 っ た．結果 は （表 5 ） に示 した．

　即 ち 日を 追つ て血清 MP ．は不定 に増加す る傾向を 示

す．従 っ て 本実験 で は 血清は 分離後遅 くとも24時間以内

に 実験 に 供す ろ よ う に した．

表 4　Ef［ect　of 　Hemolysis

猛on 　the　Levels   f　serum −

　MP ．（mg ！d1）

表 5　　1n且uence 　of 　v2rious

　PeriQds　of 　Preserva 亡ion

on 　Seru 皿 一MP ，（mg ／dl）

、誓黔
隠
　 　 　 6E，78

　 　 　 99．58
レー・．　 　

．一．
酬墹 e　 80．9i

冂。HemoLvsis

　 6s．9t

　 SO．83li4
．65

INo
、1 ［m田Bdiat24hr 、

　 　 　 　 　148hr7

己ay

工 65，昭 55．4087 ，57 ％．θ6

且 1σ8．81
　　　　　　　　　　　1
109．守σ　 11ア．30f2 σ，30　　　　　　　　　　　1

84．46

　　　第 3 節　呈色反感 の 安足性 と吸光曲線

　Bluret 試薬 を 用 い た 場合 は ン ヱ ノ
ー

ル 試．薬 を 用 い た

チ ロ ヂ ン 法 に比 べ て ， 呈色調が 弱 い と され て い る　， 発

色後 の 色調 の 安定性 を 見 る た め に 4 例に つ い て 37℃ ふ 卵

器 放置 30分後の も の
，
40分後 ，

50分後 ，60分侵 の もの 各

々 に つ い て 吸光度 を 観察 す る に （図 1） に 示 した 如 く

吸 光度 は若 干 逐 時的 に上 昇 す る 傾 向 を 示 す ．従 つ て 本

実験 で は ，incubate は 正 確 に 30分 と し た。

　Kushnerzm は 食事 の 前後 1こ於 け る 血清 MP 、量 を 比

較 し ， 10％ の 藷 の あ る もの は な か っ た が ，一
般 に 食後 に

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 図 1 　Relation　of 　Sta一　図 2 　111fluen  of 　Narco −

bility　ef　 Colovieaction　to　　 tics　 on 　Seru 皿 ・MP ．　 Le−

Jncubation 　 times 　　　　　　　 vels 　 of 　 Rabbit

↑
服
光

度

iO，115

o．riO

o．fO530

’
　 4『　　50’

｝ 敬
MRf4e

　 200

　 創

100
　 ゴ00

　　　　　菰舗

飛 ） 鞴
 

lh7 　242d 　345

c39
．ぴ

38．ド

3δ、ぴ

06

高 い 傾向に ある事を報告 し，橘
2 °）

は 食事 に ょ る影響 は な

い が ， 午後遅 くに は 少 し く高値 とな る 事 を 報告 し て い

る ．著老 等 の 採 」価 よ午後 2時 よ り 3時 の 間 に決めて 行 っ

た ．

　　第 4 章 健 康婦人及び産婦人科

　　　　領域各種疾患 に 於 け る 血清 MP ．量

　血清 MP ・は 各種疾患 に そ れ が 非特異的に増減す る 事

は 緒言で もふ れ た が ， 正常値にっ い て は， 諸家 の 成績

があ り，表記す れ ば （表 6） に 見 られ る 如 くであ る．

〈Biuret 法 に ょっ て 測定 され た もの x み を挙 げ た ）著者

等 は 正常婦人 ， 外來患者 ， 入院患者 にっ き測定 を 行 い ，

そ の 間 の 相互関係 の 有無を検索 した．

表 6 　 各測 定 者 の 血 清 MP ． 表 7 　Serttm　MP ．　 levels
　 正 常 値 　 　 　 　 　 　 　 　 of　 normal 　 women

浜1】定 者

：Winz「er

Green5pan

櫓

Slmskin

若 者 ら

耆 法 Namθ A冒eM 尸．嫐 1

F．工． 19 ブ0プ．05
3り 36，7 士 9，5

61，2 土 2．8M
．∫，2080 ，θ2

M ．H，1臼 ア01．05
24）

an60 ± 8．2T ．Yザ17 ア21，23
θ0．δ2A．S17

20）
7f．4 （94巧 6） J ．丁．3080 ，82

k．丁、2994 ．73
10）

η 40 〜goF ．τ 2478 ・94

M．s．2794 ．73
ら 93，03土 4．34T ．丁，24 〃048

M．T．2プ アθ．94
s．D．． ヲ3，03士4．34

　対象

　 1 ）正 常婦入 に は 札幌 医 大産婦 入 科勤務 の 工9才 よ り30

才 に 亘 る健康な 看護婦 11名 に よ り採血．
』

　 2 ）夕卜來患者は 昭 和 35年 6 月 よ り8 月 ま で21オ よ り42

才 に亘 る再來患者 10名で，トリ コ モ ナ ス 膣炎， カ ン ヂ ダ

膣炎 ， 子宮内膜炎 の もの を こ れ に 供 し た ．

　 3）　 入院患者 は 昭和35年 6月 よ り10月 ま でに 当科 に

入 院せ る25才 よ り50才 に亘 る 子宮筋腫 ， 予宮筋
1
曽内膜炎，

卵巣腫瘍 の 患者26名 を 選ん だ．入院患者の 採1血は 入 院時

に施行 し ， 臨床的 に 炎症症状強度 な もの ，強度 の 癒着 を

予測出來 る もの
， 悪性腫瘍 ， 内科疾患 の 合併せ る もの は

可及 的 に こ れを避 け た．

　　　第 1 節 健康婦人 の 血 清 MP ．量

　健康婦人 11名に於け る実験成績は （表 7 ） に示 した如

くで ， 最低丁8．94， 最高 121．23で平均 93，03 ± 9．43 

メdlで Biuret 法 を 用 い た Winzler 等 の 成 績 よ りも 少 し

く高値 を 示 した ．Greenspan 等 は 血 清 MP ．の 値は若

い 女性 に於 い て は男性 よ り低値 を示す事を 述べ ，こ の 差

異 は 内分泌 系機能 に 由來 し て い る と説 明 し て い る ．

　　　第 2節　　夕卜來 、患者 の 血 清 MP ．量

　タト來患者は 10名に於け る実験成績は （表 8） に表記 し

た ．最低 TL42 ，最高 110．　IB，平均 88．16± 8．49皿9畑で特

異的高値を 示 した例は な く，又 疾患別相互間に 有意 の 差

は 見 られない ．

表 8　 Plasma 　levels　of　 mucoprotein

　 of　 outpatients ．

Name 昌3eDlseaseM ．尸．硴駘 i
M．H． ．21Cblpitist面囮 ヲ4．73
T．T

’
． 31 〃　　 　　　〃 78．94

N．H ， 25 ケ　　 　　　〃 94．ア3
S，M． 374 　　 　　 ” アア0．1θ
S．T， 32 ド！　 　　 　 〃

　
78．94

H．工． 27 ケ 　　　　” 78．94　　
1

S．Y， 42 な　　　　　〃 ヲ473
IJ ．T ． 24E 搾d佛 e励 589 ．47
R．Y． 24 〃 71．42
s．工， 25OD」p断sc鋤 ．一

　　　第 3節 入院患者 の diJ．rVn　 MP ．量

　子宮筋腫 9例 ， 子宮筋層内膜炎 8例 ， 卵巣腫瘍 9 例 ，

計26例 にっ い て 測定せ る成績は （表 9） に 示 した ．諸疾

患群を見 て ，最低31．9最高 144 ．74でそ の 間 に 散布 され

る ．各疾患毎に 見て も，そ の 殆ん ど嫉把 常範囲内にあ り，

しか も疾患群相互問 に，又 前述せ る健康婦人 と の 間 に も

宥意の差は認め られ な い ．

　　　 第 5 章 各種麻酔剤 の 血清 MP ．量

　　　　　　　　　に 及 ぼ す影響

　吾教 室 篠原 。 佐竹
3 °，は，各 種 麻醉剤 の 尿 Donaggio 反

応 に 及ぼす影響を觀察して ， 投与後
一

過性 に 上昇 し，以

後減少 して 少くとも24時間後に は 正 常値 に 復帰す る 事を

認め た．今回著者等 は 家兎を用 い て 各 種麻醉剤 の 血 清

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 9　　Relation　  f　disease

　to　plasma 　levels。f

　mucoprotei 皿．

tS「crmaSVIo「叮en

噸繍 Jt日r「

拘let随曲 胡耐 15

Ovariarr　Tumers

表 10　 The 　 effect 　of　Vagi．

　nal 　 and 　abdominal 　hy −

sterecto 皿 y 　on 　the 　levels

of　serum 　 mucoprotein ．
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MP ．量 へ の 影響を觀察し た．
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1）　 成熟家兎 （雌雄 　2，000〜3，500g ）15羽

2 ）　 基礎麻醉 （コ ン ト ミ レ カ ク テ ル ）

3 ）

4 ）

5 ）

塩酸ペ チ ヂ ン 70mg
ク P ル プ ロ マ ヂ ン 25 
塩酸プ ロ メ タ ヂ ン 10  

腰椎麻醉

塩酸 ヂ ツ カ イ ン

静脈麻醉

チ オ ペ ン タ
ー．

ル ナ ト リ ウ ム

婦入体温計

　実験方法

　 1 ）　 被検家兎 を 腹位 に 固定 し，直腸温 を測定，耳採

血 （耳介静脈） よ り採血 ，凝固 を待 っ て 速 か に遠 心分離，

血 清 MP ．測定に供す．

　 2 ）　 採 血 30分後 に正 常婦人 平均体重 を 50  と して，

そ れ よ り算出した薬量 を 投与す る．

注

i）　 コ ン ト ミ ン カ ク テ ル 　　　O．54rn1筋注

ii）　 チ オ ペ ン タ
ール 。ナ トリ ウ ム 　　0．01S田9 　静

iii）　 竄酸ヂ ッ カ イ ン 　 　 　0。6   腰椎注

3 ）　 麻醉剤投与 1時間 ， 7時間，24時聞後 ， 以下連

日 5 日間，直腸 温 測 定 と採 血 を 施行．

　 4 ）　 篆兎血清 MP ．測定 は winzler 法 の 変法を採

用．

　 5s　 実験時 期　夏〜秋

　実験成績

　麻醉剤投与前 の 家兎血 清MP ．値分散範囲は TO・V 　1　80

mg ／dlで ，麻醉施 行 前 の 家兎体温 の 平均 は89．2℃ で安 UtE° ）

の 報告 と
一

致 す る．平均 値 か ら見て ，3 群 と も麻醉施行

後体温減少 は 急激に 起 り，約 1 時間後 に 最低 と な る．そ

の 後 急 速 に 恢 復 し て ，麻醉施行後6 時間目 に は 投与前 に

復帰 して い る、…
方血清 MP ．量 は ，逐 時 的に 見て 24時

間以内に輕度
一
過性 の上 昇を 見 る が ， 24時間後に は ， 全

く投与前 に 復帰す る事を認め た （図 2 ）．

　　　 第 6 章 腟式・腹式子宮全摘除術施行

　　　　患 者に 於 げる 血 清 MP ．量 の 消長

　　　　第 1節　実験対象及び方法

　札幌医大産婦人科 に於 い て 昭和 35年 5月 よ り同年 IO属

ま で に 施行 した

　　　腟式 単純子宮 全 摘除術患者　　23例

　　　腹 式 単純子営全摘除術患者　　10例

　　　　 （う ち，腹式腟上 部切断術 3例）

計35例に っ き ，術前 1 日 目 よ り術後10 口 日 に 亘 り連 日 血

清 MR 量 を測竃 した，対象患者選定 に 当 つ て は ， 年

令，衛前の
一一
骰状態 ， 諸検査成績等を参考 に し ， 可及的

近 似 条 件 の もの を 選 び，又術前処 置 ，麻 酔，輸 血 （出血

量 を 正 確 に測 定 し ， そ の 量 と略々 等 しい 量を輸血 ），補

液等も
一

定 に し ， 更 に術後発熱 38℃ を越え る もの を 除外

す る等の 努力 を は ら っ た．

　　　　第 2 節　実鹸成績

　 両 術式 群 に於 け る血 清 瓶 P ．量 の 変動 は，（表 10，図 3

）に示 した．両群共 に 術前値平均 は 腟式群で98．20  〆dl，

腹式群 で103 。05   組里で著者 が 正 常婦人 で得たf直の 範囲

内に 含 まれ る 。両群共 に手徳 円 よ り血清 MR 量は 増量

し始 め ，そ の 後は 口 の 経過 と共 に下降 し，次 で 第 2 の

peak に 移行 す る 山線 を 示 す ．而 し て 第 ユ の pcak は 睦

式 群では 術後3 日間 日 で，そ の 平均 は 223 ，g2n］g畑 であ

り，腹式君羊でC’：＝
L
”
才しよ り 1 日 遅 オt

』
こむ隊後 4 目 汽1こ第 1 （と）

peak を示 す．そ の 平均 は 278 ．57mg／d！であっ た。第 2

の peak は 両群共術後 7H 胃に 出現 す る． （腟式群 1

85．33mg／dl，腹式群 259 ．60mg価 ） か く し て 第 1 ，第

2 の peak 共 に 血 清 MP 。量 は腹式群 に於 い て 高 く，

こ れ をグ ラ フ に表わぜ ば，平行せ る 2つ の 曲線と して，

そ の 差 は は 明 らか とな る．又 腹式群 に 於 い て は ， 子宮全

図 3　 The 　 effect 　 of 　 vagi −

　nal 　hysterectomy　on 　the

　levelS　 of 　 serum 皿 UCO ．

　protein。

図 4　 1nfluence　 of 　Lapara −

　tomy 　on 　the　Level＄　of

　 Serurn　mucoprotein

1礁一
1卜 一
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摘除群と腟上部切断術群 との 問 に は ， 見 る べ き差は認 め

られな い ，．

　　　　 第 7 章 組織損傷 と 血 清 MP ．

　血 満 M ．P．，或は血清多糖類 の産生 機序につ い て は 従

來多 くの 説であ り， こ れを大別す ると次 の 如 くであ る．

　 1）破壊説　 （Siebert22））

　 2）　組織再生 ・増殖言克　　（Shetlarzs
〕z4 ）

）

　 3 ）肝臓起源説　 （Greenspan24））

　 4） 副 腎皮 質 説　（Weimer25
），　Moshin25，，Shetlar26｝）

　何 れ か の 説を とつ て も，そ れ
一

っ だけでは，ム コ 蛋白代

謝 の 全貌 を 説明す る の は 至難 で あ り， 血清 MP ．自体が

単
一

な性 質 の もの でな い 点を 考慮 して も現段階では 本物

質産生 に就 い て は多元的 な考 え 方 を とる傾向 にあ る．著

者等 は 術後の 血 清 MR の 変動，即 ち術後 の 急激 な 上昇

緩慢な減 少，そ の 間 に示す 2つ の peak 　l，C っ き．そ の 機

序 と両術式間の 変動 の 相違が 何 に 起因 す る か を追究す る

目的で ， 次の 実験を 行 p た ．

　　　第 1節　実験的外科侵襲 と血清 MP ．の 変動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 辱

　実験 1 ：

　成熟家兎 （雌雄 2，320〜3，010gr） 6 羽を 無菌的条件下

に エ ー
テ ル 麻醉を施して開腹 し ， 開腹前及 び 開腹後の 血

清 MP ．量を測定した．開腹は
一
律に 切創の 長さを10cm

に 決 め て 行 っ た ．

　　実験成績

　成績 は （図 4 ） に 示 した．ヱ例 No．3は開腹後 3H 目

に斃 死 した例であ る．4 例に於 い て ，血 清 MP ．は漸 次

⊥ 昇を辿 り ， 大体 4HH に 最高 を 示 して 下降す る傾向を

認 め た ．No ．2 は 開腹前 の 値が高 く，一
度減 少 して 次で

増 加 を示 して 4 日 目に 最高値 を とつ た 例 であ り，又 No ．

6は殆んど変 動 を 示 さ なか っ た ．

　実験 1 ：

　成熟家兎 （雌雄 2，320〜 3，150gr） 3羽を 用 い ， 家兎

の ．H：穀片側を切除 し， 採血を切除側 と健常側 との静脈 よ

り別 女 に行 い Mp ．測定 に 供 した．採血 は切除前 ， 滋 時

間後 ， 2 日 ， 3H ， 4 日 ， 後に行 い 測定 した。

　　実験成績

　測定値平均 を （図 5）に図示 した．損傷側も ， 日を 追

っ て 上昇す る傾向を 示 し ， しか も両者 間で損傷側 は追日

的 に健康測 よ り高値 を 示 し ， そ の 間 の 差は大 きくなっ て

行 く．切断部 の治療傾向が 見 られ る よ う に な っ た 時 に も，

な お 大量の MP ．が 測定 さ れ た ．

　　　第 2節　尿中 カ リ ゥ ム 排泄 と血 清 MP ．

　生体 が 侵襲 を 受けた 時 ， 組織蛋白の 崩壊 。合成 ， 即 ち

図 5　 The 　Infiueuce　of　Surgical　Lesion　 on

　 Pla曲 a 　 Levels　 of　 MP ．　 of　 Rabbits．

瀚

soo

Ioo

ノ
Preop．　　 2 4 靭

Catabolism ，　 Anabolism の 生 体反応 が 出現す る ．先人

の 報告に よれば ， 尿 中カ リウム 排泄 は術後強 い 負の 平衡

よ り漸次正 の平衡に移行す る 推移を示 し ， こ れ は尿 中窒

素 排 泄 量 と平行す る 事 か ら，術後 の 尿中 カ リ ウ ム 排泄値

は Catabolism，　Anabolism の 示標 と して 意義 を もつ 事

を 述べ て い る
27 ）43 ］．そ こ で 著者等 は ， 腟式 ・腹式め子宮

全 揺 除 術群に 於 け る 術後 の 尿中カ リ ウム 排泄量 を 見 て ，

両術式群 の Catabolism　phase ，　Anabolic　phase 推定 し，

そ の 時期に血清 MP ．が 如何な る動態を 示 して い る か を

觀察 せ ん とレた ．

　実験成績

　腟式子宮金摘除徳15例，腹式子宮全摘除衛ユ0例に就 き，

術前 よ り術後 τ 口 目 （腹全摘群は 術後 6 日 冒） に 亘 り尿二

中 カ リ ウム 排 泄 値 を 焔 光分光 々 度計 に て 測 定 す る に，術

後隆式群 では輕度 の 上 昇を見 るが ，腹式群 で強度 上 昇を

示す．そ の 最高値は両群共 に手術当 日 であ り，以後漸次

減少 し，腟式群 で は術後 1 日 H よ り，腹式群で は 3 日 目

よ り術前値 に対 す る百分率 で表わ す と負 の 領域 に入 る．

再 び 上昇の傾向を示 す が ， 循後 6 日 目で は 両群 と も術前

に復帰しな い （uel！s 図 6）．今 ， 尿中 カ リ ウム 排泄量，

」血清総蛋自量 と，腹式群 に於 け る 血清MP ．の 消長とを対
一

図 6　 尿 中 K の 逐 日変 化　表 11　尿 中 K の 逐 Er変化

　（mEq ／L）　　　　　　　　　　　（］皿 Eq1L）
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括 して 図示すれば （図 7 ） の 如 くな る．こ れ

よ り腟式群 で は Catabolic　phase 　l，Li／大体術後 2 口 凵 ま で

玄 あ り，腹式 群 の モ れ は 術 後 3 日 目 までであ る と考 え る．

血 漕 MP ．消長を見 るに，前群では 術篌 3 口 口に ， 後群

では 4 日 H に第 1 の peak を有す る．即 ち　Catabolic

phase に 於 い て は s 両群 と もに 血 清 MP ．は 増加 の 経過

を辿っ て い る時であ る が ， そ の 第 1 ，第 2 の peak は 両群

とも に Catabolic　phase では な く，む し ろ Anabolic

］phase　で 見 られ る ．

　　 第 8 章 婦 人 科手術 と血清蛋 白像の 変動

　 生 体 に は 侵襲 が 加 っ た 時，障害 を 受けた 局所 は 勿論の

・こ と ， 全身的 に も蛋 白質 の 崩壊 乃 至蛋 白質代謝異常が 起

る事は多 くの 研究者 に よつ て 報告 さ れて い る所てあ り ，

確 か な 事実 と して 認 め られ て い る．術の 血清後蛋白の 変

動を 觀察す る 事 は患者 の 術後管 理 上 重 要 であ り，臨床的

に も常 に注意が は らわれ て い る と こ ろ で あ る．著者 らは

婦 人科手術の 術前 ・術後に於 け る血清蛋白像を観察し ，

．血清 MP ．量 の 消長 との 閧係を 考 察した．

　　　第 1節　対象 ， 測 定 方 法

　 対象は 昭和35年 10月 よ り12月まで，当科に手術 の た め

入 院せ る患 者 25例 で，施行 手 術別 に分け る と

　　　腟式単純子宮全摘除術群　　17例

　　　腹式単純子宮全摘除術群　　8 例

で あ る．

　 検査事項 ：血 清総蛋白量 ，　 ア ル ブ ミ ン ， グ ロ ブ リ ン

　（以 下 P ．T ．；A1．，　G1．）で ， 上 記両 群 よ り 5例 ず つ に つ

き そ の 血 清蛋 白分劃 登 測定 し た ．既 往症及 び術前検査 に

て ，結核，慢性 炎症，肝機能障害等 の 異常 を認め な い も

の を 選 択 した．

　 測定方法 ：

　 1 ）採 血 は 可及的 に 早朝空腹時 に 行 い ， 術当ロ は 術後

6 時間 日に採血 し た ．

　 2 ）P ．T ．，　AL 量 1・丈 Biuret 法 を 採用 し ， 特 に 前者 の

‘
測定 に は，正確 を期 すた め 日 立血清蛋白計 に よ り同時 に

測定 を行 っ た ．

　 3）血 清 グ P ブ リ ン g ％ ＝ （血 清総蛋 白 g％ ）
一

（血

清 アル ブ ミ ン g ％ ） と して 計算した ．

　4 ）亅血清蛋 白分
』
劃 は濾紙電 氣泳 動法 で 分敵 し B ．P ．B 染

色 の 上 ，Densitometer に よ り 測定 し た。

　 5）P ．T ．，　Al．は 術前 よ り術後 丁口 目 に至 る連日測定

を 行 い ，血清蛋白分劃 は術前，術後 2 日 月，4 日 目 ， 7

日 目，10H 目 に測 定 を 行 つ た 。

　　　第 2節　実験成績

　 1）P ．T ．，　AL ，　Gl．

　P ．T ．，　Al．，　G1．測定値の 比 較 を便 とす る た め に ，夫 々 の

術箭値を 何 れ も零 と し ， 術後経過を術前値 に 対す る 百分

率 に 換算 して 表 示 す る と （表 12， 図 8） の 如 くな る．

P ・T ・は 両 群 共 ：こ術後 6 時 間 目 に は 上 昇 を 示 し て お り，次

で減少 の 傾向を辿 る ．腟式耕 で は 術後 4 〜5 日 目，腹式

群では 5〜7 日 目頃 に 最低値を示 レ， 7 日 目では未 だ術

前値へ の 復帰ぽ 見 られ な い ．A1．量 は 輕 度 に 下 降を見

せ るが ， 両 術 式 と も一定 の 傾 向ぽ 見 られ ず ，術式 間 に も

有意差は認め られ な い．G1．量 は
一

母史に P ．T ．量 の 消長

にともなっ て 術後
一

過性 の増加を 示 し ， 以後 4〜 5 日目

を 最低 とす る 曲線を描 い て 恢復に 向 う．こ の 変動と両術

式間に は殆 ん ど有意 の 差は 認 め られ な い ．

　 皿）　 血清蛋自分劃

表 ユ2　血 清 蛋 白逐 1［変 動
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昭 和 38年 4 月 1 日 明　 石 他

　分劃 の 場合 も術前 よ り術後 に 亘 る測定値を術前値に 対

す る増減の 平均値に 換算 して 表 わ した ．

　 1） AL 十 α 1
．GL

　α
、
−Gl．は 術後経過 に於 い て ，

　ec7t分離測定不能 が 見 ら

れ ， 恐 ら く は 通 常 極め て 低値 の もの が 衛後更 に減 少 を

來 た す た め で は な い かと想像さ れ た ．従 つ て 比轍 討の

た め に α 1−GL を測定 り得 た もの をA1・十 α 、
−GL と して 両

者の 合計の 動 き を觀察 した ．Al．分劃 は 先 に Biuret 法

に て 測定 した 成績でも知 られ る 如く，諸種 の 侵襲，疾患

時 に減少が 見 られ る とさ れて い るが ，
Al．十 α 、

−GL も 術

後減少 の傾向が認め られ （図 9），こ の 曲線 推 移 よ り見

る と両群 ともに術後 4 日口を頂点 と した カーブ を 示す．

図 9 　ア ル ブ ミ ン （十 α 1
一グ 　VJIO α z

・グ ロブ V ソ 比 率

ロブ リ ソ ） 」七率 の 変動

％1　　　 一 醗 剔

；；ごジ
禦

　 ’赫前 12 ∠ 7 摺日

2 ）α z
・・G1．

　　の 変動

％

f5，0

10．o

5．O
　 術荊 1　2　　4　　，　　旭 日

　α z
−GL ｝ま一般 に体蛋白の 崩壊消耗 に と もな っ て AL と

反対 に 上昇 ， そ の動 きの 主因 は ，
α

，

−Glycoproteinに負

うと され て お り，恐 らく組織崩壊に対す る 生 体反応 の
一

種 と考え られ て い る，著者 の α。−GL の 測定 では ，（図10）

の 如 く両群 と も 4 日 目頃 を 頂点とした
一

過性 の 増加 を 示

す．両術式群間 には 若干差異が 見 られ る が ，有意ではな

い 。

　 3 ）β
．GL ，γ一G1．

（図11）は β
一GL 相対比 の推移を，亦 （図12） は 7

−G1・

の そ れ を，夫k 各術式別 に 平均値 を 以 っ て 示 した もの で

あ る．β．G1．｝ま術後や や増加 の 慎向 あ る も
一

定 せ ず，有

意ではな い ．7
−Gl．で は 平均恒曲線上 では ， 術後あ ま り

変動が 見 ら れ な い が ， 各症例 にっ い て 見 る と，各分劃 中

最 も大きな 変動 を示 した が 変化 の 方 向は 規則性 が 認 め

られな か つ た．従来 β
一G1．分劃 は血清中の 脂質 の 輸送

図 11　β
一グ P プ リ ソ 比 率　 図 12　7 ・グ ロブ リ ン 比 率

　の 変 動　　　　　　　　　 の 変 動

；ヒ毳馴
　 術前 1　 2　 4　 7　　fO日

％
α0
　
3

20．o

術前 1　 2　 4　　7　 tθ日

359− 35

更 に 脂 溶 性 Vitamine ，　Hormone 等の 担体 と して ，又

Prothronbin が こ の 分劃 に存在す る事か ら血液凝固 に も

関係が あ る と さ れ て 來 だ
5｝。一

方 γ
一GL の 大部分は 各種

の 抗体 に よっ て 構成 さ れ，種々 の 感染や炎症時 に増加 が

見 られ る と云われ て 來た．然 し乍 らこ れ 等両分劃 の 動 き

に は 復雜 な而 が 多 く，こ れ等と 手衛侵襲 と の関連に関し

て は 未 だ不 「男な点が多い ．

　　　第 9 章 副腎 皮質機能 と血清 MP ．と の 関係

　副 腎皮質系機能 と血 清 MP ．濃度 との 闃係を．検索する

目的で次 の 実．験を施行 した ・

　第 1節 ．腟式 ・腹式子宮全摘除群 の 術後 の末梢血好酸

球数 ， 尿中 17−Hydroxycorticoid 排泄値 ・

　実験材料及び 方法

当教 室 に 手術の 口的 で入 院せ る子宮筋腫患者 の う ち。

　　艦 球網 定 ・ ・ ｛鬣驪覊耋難纂黜属

　　監 y’°Hcs 測
綴覊輻塞籍難欝嬲

に っ き 術前 よ り術後 に亘 る 連 日 測定 を行っ た，好酸球数

呈則定は　Hinkelmann 氏法，尿 中　17−OHCS 　詑則定 に は ，

Raddy ，　 Jekins＆ Thorn 一鳥居変法（n −Butanol 抽出法）

を 採用 した．

　 実験成績

一
括 して （表13，図13，1の ｝聴 示 した が，好酸球は術後

6 時間 目の早期 には 急激な減少を示 して お り ， 腟式群 で

は 術 日 に ，腹式群 で は 衛後 1 日 目 に 最低値を 示 して 以後

増量 し両群共同様な変動 を 見 せ て 術前 に復帰す る．腟式

群が推計学的イ∫意差を もっ て腹式群 よ り減少度は 輕度 で

あ る．尿中 17−OHCS 排泄 の 測定成績では，両群共術観上

昇を示 し て 2 日 目に 最高値を描 い て 以後漸減し ，
8開 に

輕i度の peak を示す．しか も， 術後2
，
3，4，日 日に於 い て

推 計学的有意差を もっ て 腹式群に於い て そ の 値 は高い ，

表 13　［寛中 好 酸球数逐 日変 化

一全 ．馴 口3例 冫 ．猛金 掃，〔でo例芝

≡
正 ・知値 標鞣 差 1平 均 佰

一
票鞣 差

飼 前 ■105．48lo ．68．○ 鱒 加 3・96
術 　目 ● 61．51

　　　．
ナ2，0θ o ゴσ．雌 3，30

1　 「 53．軅 lo．15： 4ア．円 5．50
2 δ5，73 口．92： 51．5， 73．63

　　q　　
II

三　1
　　 δ6．141、
　　 rσ，32o

．ε6．
o．79

創．2582
．呂114

、6θ
16．40

1
　 56 亨．6ε G．，ア47 θ．135 ，lo，．
　 ε 55．1211 ．η 脚．σo 餌 δi

ア 9θ．ε51 ‘
．．93951 ．6丁 4．13

θ ？04，5囗 δ．98lo ア．餌 ∫6．1σ

550D仕

a
＜

＜

PPOO←
←

OO

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

360− 36 婦 人 科 手 術 侵襲時 の 血 清 ム コ蛋 白 動 態 と そ の 恵 義 日 席 婦誌 15卷 5 号

、図 13　血 巾 好酸 球 数逐 日変 　図14　尿 中 17・OHCS 排

　化 　　　　　　　　　　　 泄値 （工喀1口 ）

／”n13120

’
100

βo

陰
0
　　°
σ

6
　　
4

鋪1了前 2468 マ0ヨ

　　 第 2節 ACTH 投与 に ょ る 血清 MP ．の 変動

　 実験材料及び方 法

当教室 に 乎術 の た め入 院せ る 子宮筋睡術前患者 （巨大筋

腫 は含 ま れ ず）で ， 既 往 ・現症 に て結核 ， 肝機能障害 ，

慢性炎症等 の 異常を認 め な か っ た 10例 を 選 び，adrenO −
．corticotropic 　hormone （A 　C　T　H ） 投 与 後 の 血 湾 MP ．

の 変動 を 觀察 した。ACTH 負荷法 は，患者 に 絶食を指 示

し，午前 7 時 に ACTH 　25単位 を 筋注 ，注射前 と注射観

4 時間目に採 血 ，
Willzler 氏法 の 変法 に て 血 清 MP ．を

測定 し た ．同 時 に 全例 に於 い て 耳介 よ り採血 ，Hinkel −

mann 氏法 に て末梢好酸球 を算定．

　 （Thor エ1
’
s−Test （A 　C　T　H 　25単位筋注法））

対照 として 3 例 に 5 ％ ブ ドウ糖液 500ml を 4時間点滴

静注法に て 投与 し，エ血清 MP ．を 測定 した．

　実験成績

AOTH25 単位筋注 丁例 の うち，好酸球減少率 は 6例に

於 い て 50％以上を示 し ， そ の 平均は 55．6％ であ っ た 。．血

清 MP ．量 の 投与前 の 値 は全 例正 常 範囲に 散在 した．投

与 前後の 血 清MP ．変動では ， 高度の 減少を示 した もの

図 15　A （〕叩 H25 単 位 投 与 に よ る 1缸清 MP ．

　1 例，や Σ 減 少 せ る もの 3例 ．上昇 2例 ， 不 変 1例 に て

規 則的傾 向は 見 ら れ な か っ た．尚 ブ トウ糖点滴 の 対照群

で は 血 清 MP ．は 不 変 と 認む成績を得 た （図15）．

　　　　　　 第麓 章　総括並びに 考按

　 血 清 MP ・及 び そ の 類縁物質が 種・瓢 二）晒的状態下 に 左冬

い て s 非特異的 に 増減す る事は緒言に も述 べ たが，195丁
年 の シ ン ポ ジ ウム で Winzler4の ：」：，こ の 分野 に於 げる

将來 の 研究課題 と して 次の 3 っ を 挙げて い る．

　 1 ）　 L紅清糖蛋 白 の 化学的組成 ・物 哩 的特性 の解哨

　 幻 　　血清糖蛋白の 生 産機序ど
「
ヒ理 的意義

　 3 ）　 血 清糖蛋 白 の 生 体内合成及び代謝経路
こ の 3 っ の 課題 を 見て も，血 清糖蛋白の 研究分野が如何

に 犬 羽 の 状態 に あ る か を窺え る t

　 著者等は 今回 Winzler 法 の 変法 に て ， 急速 な 普及を

逐 げ つ S あ る腟 式手術を，手術侵襲 の 面 か ら評価せ ん と

す る 当教室の
一一一

連 の 研 究の一
端 と して 臨床例 ， 動物実験

に て 血清 MR を 測定 した 。

　 各種麻醉剤 の 血 清 MP ・に及 ぼ す影響を家兎 を用 い た

実験か ら觀察したが ，腰椎麻醉，静脈麻醉，基礎麻醉 の 3
群 で，何れも投与後

一
過性 の 上 昇 を 見る が ，24蒔問後に

は ， 正 常値 に 復帰す る 事を認 め ， 尿 Donaggio 反応 に及
ぼす麻醉剤投 与の 影響を見 た 篠原 ・佐竹

 
の 成績 と

一
致

す る。近年尿 DOnaggio 陽 性 惹起物質 が ム コ 蛋 自 で あ

る と考 え られ て 來 た が 側
， 哥・媛 ）成績でも 尿 Donagg 呈Q

反応 と 血清 MR 量 と1・よ略 R
一
致す る 事 が 判 つ た，又

血清 MP ．が 麻醉剤 k よっ て は 24時間以後は影響 さ れ な

い 事 は ， 術後 の 血清 MP ・の 変動が 麻碎剤 に 左 右 さ れ

ず ， 手猜侵襲 そ の も の ， 又 は術式 の 相違 を 反 映 して 変動

す る事 を 意味する と考え る．手術侵襲 に よ る 血 清 MP ．
の 動向 に関す る研 究 二1多 く売 見聞 しな い が ， 特 に婦人科

領域 に於 け る もの で は 占
』
谷

鋤
等 を 散 見す る に 留 る．今 回

腟式 ・腹式子宮全摘除群 の 術後の 血清 MP ．の 変動 を 観

察す る に，岶［清 MP ．は 所謂acute 　phase　Reactanceの
一

種 と して 術後敏感な 動 きを 見 せ る 事 を矢口っ た。　Kush −

ner
［の

は stre 　9．　s が 生 体 に加 つ たI！寺に，副腎の影響を 介

して血 清 MP 、が 産生 され る の か，又 は S．・tre　ss が 或 る 組

織を破壊して ，モ の 結果 こ の 物質の 材料 を 提供 す る 7）

か ，ど ち らか であ う う と報告 し回時 に 外科的手術 1｝こ よ る

本 物質 の 増加 は 2 相 性 に現 わ れ ， 初期 の もの は ，所謂手

術侵襲に よる副 腎皮質の 動 きと関係が 密であ り，次 の も

の は ， よ り高度で長期 に亘 り数週間 に も及 ぶ カ  こ れ ぽ

組織障害とそ の 修復現象 に 由來 す る もの で あ る と説 明 し

て い る 。著者等の 成綾で屯 2 柑
．「生の 曲線 と して 認 め ら

れ ， 個女 の 成績では第2 の peak が 第 工の peak に比 し

て 高い 値を 示 す 例 を 見 るが，平均 値か らの 推移で は 第 工

の peak が 高 値 で ち る し か も両 術 式 間 で 2柑性 の 相 そ う

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和38年 4 月 1 日 明　 石 他
361− 37

k

k

を 異 に して い る事 豊觀察し得た．又 Kushner は 術前値

へ の 復帰 は術後 3週頃であ り， 最 も速 や か な も の で術後

8 日 目 であっ た と邇べ て い るが ， 著者等 の 場合 も術後10

日 目で は未 だ 術前 に復帰 して い な い 。病的状態 に於 け る

血 清 MP ．の 変動 は ， 復雜で多 くの 要因が 関与す る と考

え られる が ， そ の 変化は 疾患 の 種類，輕重及 び 動向を 反

鞅 して 消長す る場含が多 く，こ S に臨床的，病態生 理 学

釣 意義 を有す る．関節 ロ イ v チ で 血 清 MP ．が 増加す

るが ， こ れ は結合織 に多糖類増加が組織化学的に 証 明 ざ

れ て い る事
20

を 併 せ 考え，組織 ム コ 多糖類 の 変動 に基 ず

くもの と説瑁す る の ぽ 妥当で あ り ，

一
般的 に 血 清 MP 。

の 増加 は 組織 ム コ 多糖類の 解重合 に よ りそ の 組 織 基 質 か

ら由來す る と云 われ る 事 と符合す る．従來組織ム コ 多糖

類が如何 な る 病理的状態下 の 組織 に増量す る か は ， 多 く

の 研究者 に よっ て 種 々 説明 され て い る とこ ろであ り ，

Seibert 等
22 ｝は組織崩壊 に よ る と説明 し，　Shetlar　2目 ）2d ，

は 妊娠 や実験的炎症時 ， 又犬の 子宮部分切除 の 実験で 組

織 に 損傷が 加 つ て も早急 に 反応が 出現せ ず，数 日畿に遅

延 して現れて 來 る事 よ り ， 血 清 MP ．の 増量を組織 の 再

生 ・増殖 に 由來す る と帰納的 に 説明 を 加 え た．し か も

］MP ．や モ の 類縁物質が再び 正 常値 に復帰す る に 要 する

時間的長短 は再生増殖 の 大きさ と或 る 程度関係が あ る と

推定 を くだ して い る ．Beeson 等
12 ）

は熱傷を起 さ し め た

動物 実験で血清 Hx ・，　Gp・の 増加 を 認 め ，　Shetlar23
’
・

入 江
鋤 も膿瘍形成 の 動物実験 に よ る実験的炎症 に て こ れ

を認 め て い る．著者等の 動物実験 で も ， 家兎開腹 で 施行

後4 日 目 に最高値を示 して増減す る を 觀察 し得 たヵ  切

排1創 の 治癒傾向が 見 られ る に至 っ て もそ の値は開腹前 に

帰 つ て い な い ．又 耳介切断の 実験に於い て は．損傷側 が 高

．
値 を 示 した．こ れ は損傷部 の組織 の 破壌 ・増殖 に よ り

血 清 MP ．が 産生 され て い る事 を 意味 す る。

　 一
方 （図 7 ） で見 られ る 如 く ， 血清 MP ．の 増加 は

CatabQlicな もの よ り，む し ろ Anabolic な もの であ り，

換言す れ ば ，組織 の 破壊 よ りも そ の 修復過程 に関係が あ

る 事 を 示唆し ，
Shetlar等の 云 う再生 増殖説 に接近す る

成 績であ る 。又 血清 MP ．の 変動は 尿中カ リウム 排泄測

定 か ら見 て ， 水分平衡 の 異常，循環 血液量とは 無関係 に

．変 動 す る と考 え る ．腟 式 ・腹式両群 の 尿中カ リウム 排溝

の 差は ， 前者 に於 い て Catabolic　phase が 短縮 して 蛋

白合成 が 早期 よ り行 わ れ て い る事を推察 し得 る もの であ

り，飜 っ て 両術式 間 の MP ．の 変動の様そ う も，そ の 組

織 の 破壊 ・増殖 の 程皮 ， 又 手術創傷 の 治療過程に於 け る

差 と し て 見 られ る と云 つ て 過言では な い ．さすれば，手

術に よつ て 障害 を 受ける 手徳 野 の 面 積，損傷 の 強度，再生

を 促 され る 組織 の 大小等の 観点か ら腟式手衝 の 優れ た
一

面 を窺 え て 興味深 い ．Kushner の 云 う 2相 性 の 変換 に

潤 し て は ， 現 在 の と こ ろ実験的裏附を もつ て 説明 し得る

段階 に は 至 らな か っ た．

　手術 の 際，出血，組織破壊等に よる蛋白崩解は想濛に

また な い ．一
方下垂体や 副 腎皮質 は蛋自崩壊を促進 し ，

生 体 は こ の 崩壊 に よ る energy を も っ て 侵襲 よ り脱 す る

と云 わ れ て い る
46 ）．従つ て 術後の 蛋山像測定 は 侵襲 の 大

き さ，予 後 の 判定 に 必須的な もの であ る．血 清 MP ，は

通常電氣泳 動法 （PI −1．8．5 ）では α
一GL　と行動 を 共

に し，酸性 工nediu 皿 （PH4 〜4 ．5）では他 の 蛋白質

と異 り，
anode に 移動 し M 、，　M 、 の 2 成分 に 離す る．

又 ，癌，炎症性疾 患等 の 病的状態下 でば α
一GL の 増加

が見られ るが ，
ム コ 多糖類 の 大部 分が α

一Gl．に結合し

tt
（い る点か ら考 えて ，

α一Gl・の 増 加 は 主 と して MP ・の

増加 に基ず くもの であ ろ う と云 わ れ て い る
32 ）　”S6 ）．

　吾k は 腟式 ・腹 式子 宮 全摘群 の 術後の 蛋 白像 の 変動を

觀察 した が ，
P ．T．は 逐 口 的 に減 少 を 示 し，　 Al．変動 も

著明で ぽ な い が 減少の 傾向 を示 す ．総 GL 量 はか な り

大 き く変動 し て 増加 す る。そ の 動 きは 分劃 か ら見 て

α 一Gl，に依來す る と推定 され る ．文献 に よれぱ ，村．　E．3，｝

は血 清 MP ．と P ．T ．と の 間に は 相関 k 係 が な い と報告

して い るが ， 著者等も曲線 の 推移 か ら こ れ を 窺え る．又

血 清 MP ．と AL との 相関 につ い て は ，西村は負の 相関

を 報告 して い る が ， 吾 々 は 両者間 に 相 関 は な か っ た ．

Gl．との 相関にっ い て は，先人 の 成績 で は ，　Seibe「t 等
z3 ）

は α 、 分屑に
一

致ず る と報告 し ，
Mehl 等

日乞】は CUI 分屑

に
一

致す る と報告す る な ど定説 を 見 な い が，MP ，が組

織ム コ 多糖類の 変動に 由來 し ， 組織 ム コ 多糖体が α ・G1・

（α 1 及び α 2） と結合 して い る事 か らし て も 血 清 MP ，

が ．
−Gl に 局在す る 事 は 確 か で あ ろ う・

　血清 MP ．並 び に 乏 の 類縁物質 と腦 下 垂 体 副 腎皮質系

と の 関係 に っ い て は Boas16〕，　Weinler25
〕，Shedar25〕の 報

告が あ るが，現在 な お一致せ る 意 見 を得 られな い ．Scho ．

en 等
3呂）

は術後好酸球数が 急激 な減少を示 し ， そ の ．様そ う

は ， そ の 生 体 の 副腎皮質機能 を評価す る有効 な 指標 の 1

っ で あ る と報告 して い るが ，著者等 の 成績 も こ の 物質 の

術後激レい 減少 の 動 きを觀察し得た．こ れ は副腎皮質 の

gluoo−cort ｛coid 分泌亢進 は 術後数時間 に して 最高とな

り ， 以後漸次正 常状態 に復帰す る事を示す．吾教室の 篠

原 ・佐竹
ヨ゜》は 尿 Donaggio 反応を子宮全摘除群で測 定 し ，

婿酸球 の 変動 と よ く対象的であ る 事を報告 した カ  今回

の 血清 MP ．の消長とは相関 が 見 られ な か っ た ．他方 副

腎皮質分泌 の 適切な指標と して知 られ る尿中 17−OHCS

排泄 は ， 尿 中 MP ．とは 密接 な 関係 に あ り ， 特 に 尿 中

MP ．の 排泄 は Gluco−Corticoid　activity と して の 副腎皮

質機能 と開係 が 深 い 事 は 先 人 の 報告 に も見 られ る とこ ろ

で あ る
4啣 ） 今 煎L清 MP ．の 消長 と を 対 比 して 見 る に ，

共に そ の 出現時期 は異 る が 2 っ の peak を 描 い て 増減 す

る変動 を示 す．し か も腹式群 に於い て 術後 10日 目 ま での
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測定では 全経過 中腟式群 の そ れ よ り も高 値 を 示 す な ど，
そ の 動態 ば よ く平行 す る．尿中 MP ．が 主 と して 血 清

MP ．に 由 來す る
鱒

事 か ら 考 えて も副習皮質機能亢進時

に はJ6情 MP ．は 増加 し て い る と推 定 さ れ る．次 で AC

TH 投与 の 実験 で は ，
　Kushner 等

1’）
は ACTH 投 脳 こ

よる血 清 HP ・の 上 昇 を 認 め，　 Shetlar 等
2fi〕こ れ を 否 定

して い る ．本邦で も笹井
川

古 谷
’：）

の 報告が あ る が ，笹井
は ACTR の 投 与法 に 変化 を もた せ る 事 に ょ つ て 血清
MP ．の 動 きは 変 っ て 來 る と述べ ，古谷は

一
定 の 傾向を 認

め な か つ た と報告 して い る が，今 回 著者 等 も少数例 で は

あ る が AC 田 H 負 荷 に よ る本 物 質 の 動 き を觀察 し た が
，

規律的 な関係ぽ 見 ら れ な か つ た．

　　　　　　　　、第 Ix章　　結　　　言侖

　著者等は 血清 MP ．量 を W 洫 zler 法 の 変法 を 用 い て

測定 し，こ の 物質の 外科的侵襲 に よ る 増量 の 生 理 的意

義 ， 産生機序等に つ い て 考察を加 え，次 の 様な 結論 を 得

た ．

　 1 ）血 清 MP ．量 は 各 種麻 醉剤投 ケ後少 くと も盟 時間
以後で は影響 を受け て い な い ．

　 2 ）手術侵襲 に よ る こ の 物 質 の 変動 は，術後10 日 以内の

早期 に 反応 を 呈 し，術式 に よ りそ の 動態 は 異 り ， 腟 式群

に お い て 増加 ば 少 い ．最 高 値 を 示 す 時及 び恢復の 期間 に

若干 の 差が あ る．

　 3 ）血 清総蛋白量 ， 尿中カ リ ウ ム 排泄量 の 推移 か ら見

て 本 物 質 の 増加 景 は Anabolisrn，乂破麋さ れ た組織の 修

復過程 を 反映 して 消長 す る。

　 4 ）本 物 質 は 同
一

手 術 の 術後の 血 清蛋自像の 推移 よ り

見て
，

α
一Gl （α

、 又 は α
， ）に局在す る と推察 され る，

　 5 ）　 内分泌機能特 に副 腎皮質との 関係 で は ， 好酸球

数 の 動き とは 相関 が 見 られなか っ た が，尿中 17−OHCS

排泄 の 消長 と対比 して ，こ れ と ≧ く平行 し，血清 MP 、

の 増加 は 副腎皮質機能亢進 と関係を有す る と考 え る。A

CTII 投与では一
定 の 傾 向は見 られな か つ た．

　 6）以一Eの 事 よ り，婦人科領域 に於 ける 手術侵襲 に よ

る1価冑 MR の 増量 は ， 組織 り 再生 ・増殖，換需すれば

手術創傷 の 修復機点 を反映す る生 体辰応 を 示すもの であ

り，飜っ て 腟 式手術の 侵襲面 よ り 見 た 内容 の
一

端 を物 語

る もの であ ろ うと考 え る．

　本論 文 の 要 旨 は 篇 八 墮 「北 口本産 婦 人科 学 会 に て 発 表 し

た．
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